
 

令和８年度愛媛県地域おこし協力隊初任者研修会 開催要領 

 

1. 目 的 

 地域おこし協力隊として任期満了及びその先の定住をはかるにあたり、着任前に想像していた活動や生活などと

のギャップや、小さなわだかまりなどから生まれる不安感・不信感といったものは非常に大きな障壁となるものであ

り、活動初期の段階で、地域おこし協力隊として行政組織の中で活動することの意義や立場の理解、地域の中で

の暮らし方やコミュニケーションの取り方のコツなどを意識しておくことは、充実した活動に取り組むことや、その後

の定住に向けて非常に重要となる。 

このため、地域おこし協力隊としての活動を円滑にスタートするためのポイントを、現在活動している協力隊や協力

隊経験者から学び、また、同時期に活動を開始した協力隊同士での繋がりをつくり、情報交換・交流することで、今

後の協力隊活動をより充実したものとして、任期満了及びその先の定住へとつなげていくことを目的とした初任者

研修会を実施する。 

 

2. 主 催 

愛媛県 

 

3. 運 営 

一般社団法人えひめ暮らしネットワーク（県内地域おこし協力隊経験者団体） 

 

4. 開 催 

日 時：令和８年６月９日（火） 10:00-15:00 

会 場：愛媛県県民文化会館三階 第５・７会議室 

（愛媛県松山市道後町 2 丁目 5-1） 

5. 対象者 

（１）愛媛県内で活動する現役の地域おこし協力隊員（着任後１年目の隊員） 

（２）地域おこし協力隊担当市町職員等隊員のマネジメントに関わる方 

 

6. 内 容 

時 間 内 容 

09:30-10:00 開場・受付 

10:00-10:10 開会 

・主催者あいさつ（愛媛県地域政策課） 

・オリエンテーション 

10:10-11:00 【講義】地域おこし協力隊制度の基礎的知識 

・ 鍋島 悠弥 氏 

（一社）えひめ暮らしネットワーク副代表 

総務省地域おこし協力隊サポートデスク専門相談員 

・ 内容…地域おこし協力隊制度の基礎的知識、愛媛県における地域おこし協力隊の状況、

協力隊活動 1 年目における留意点等を学ぶ。 

11:00-11:50 【自己紹介】隊員同士のつながりづくり① 

・ 内容…参加者同士（同期）や、同じミッションに取り組む仲間とのつながりづくり、ビジネス

パートナーづくりをしておくことで、有意義な協力隊活動を送れるような交流のきっかけとし

て、参加者同士の自己紹介を実施。 

11:50-13:00 休憩 

13:00-14:00 【事例紹介】先輩隊員からの活動事例発表と質疑応答 

・ 藤井 麗 氏 内子町地域おこし協力隊（３年目） 

・ 内容①…協力隊初年度における活動の始め方、地域との関係づくりやそこからの展開、今

後の展望等を、先輩隊員から等身大の姿で紹介。 

・ 内容②…参加者からの質疑応答を実施し、事例発表からの学ぶべきポイントを深堀する。 

14:00-14:50 【名刺交換】隊員同士のつながりづくり② 

· 内容…研修室内で自由に交流。 

14:50-15:00 · おわりに 



 

 

7. 講師及び進行 

【講師】藤井 麗 氏（内子町地域おこし協力隊３年目） 

1996 年生まれ。千葉県出身。食品メーカーでの営業職を経て、旅で訪れた内子町の風景と人情に魅了され移住。

40 年にわたり住民主体の地域づくりを続けてきた石畳地区において、初の協力隊として着任し、現在３年目を迎え

る。 

外の目線で地域の魅力を再発見しつつ、集落の行事や日々の営みに混ぜていただく中で見えてくる「生の声」を大

切に活動。暮らしの体験から得た気づきをヒントに、地域の方々と肩を並べ、これからの石畳を一緒に形作っていく

プロセスを大切に歩んでいる。   

 

【講師】鍋島  悠弥  氏（一般社団法人えひめ暮らしネットワーク副代表）  

  大阪府出身。2012 年４月から 2015 年３月まで今治市地域おこし協力隊（上浦町）として活動。任期終了後は、

定住した集落における自治組織の役職に就き、農村体験を提供する簡易宿所「お宿さかりば」やレモンの無農薬

栽培を中心とした「さかりば農園」を開業するなど、多様な生業を持ちながら暮らしをおくる。2021 年６月より総務省

地域おこし協力隊サポートデスク専門相談員に就任し、全国各地の自治体や隊員からの相談対応に従事するほ

か、2023 年より総務省地域力創造アドバイザー、総務省地域おこし協力隊アドバイザーとしても活躍中。 

 

【進行】本多 正彦  氏（一般社団法人えひめ暮らしネットワーク参事）  

 東京都出身。2013 年４月から 2016 年３月まで伊予市地域おこし協力隊（双海町翠地区）と して活動。双海にお

ける移住促進・ふるさと教育・訪問イベント型コミュニティサロン事業 等、多様な活動を展開した。任期終了後は、

活動地に定住し観光協会へ２年間就業。現在で は、映像・印刷物製作や農業など、多業な田舎暮らしを送りなが

ら、伊予市や県での移住支 援や協力隊サポートに取組み、伊予市地域教育プロデューサー・伊予市地域学校協

働活動推進員としても活躍中。  


